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２ 研究の実際 ＞ (２) 「強み」に関する活動プログラム 

イ 授業のポイント（高等学校）                                      

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 生徒の実態に即した活動のポイント 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
「強み」について知る 自分Webbing 

「
強
み
」
を
理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

「
強
み
」
の
定
義 

 

「強み」という言葉を難しく捉え過ぎ

てウェビングを自由に書くことができ

ない生徒や、自分の「強み」を自分自身

で表現することに躊躇したり自分には

「強み」がないと考えたりする生徒が

いることが考えられます。 

→まず、「強み」の定義を簡潔に説明し

ます。次に、好きなものや苦手なこと

を示した「自分 Webbing」を参考に、

書きやすいところから始めることに

より、活動に取り組みやすくなりま

す。そして、実際に生徒がウェビング

を書いた後に、「強み」を理解するポ

イントを具体的に説明することによ

り、「強み」への理解を深めます。 

「
自
分W

e
b
bi
n
g

」」
の
記
入
例 

（
好
き
な
も
の
や
苦
手
な
こ
と
） 

友
達
と
自
分
の
「
強
み
」
見
付
け 

友達の「強み」は、自分の「強み」より

も見付けやすく書きやすいことが考え

られます。 

→友達の「強み」を書くと同時に、友達

からも「強み」を書いてもらうことに

より、相互承認の中で安心して自分

の「強み」を書くことができます。ま

た、「強み」を書いてもらった直後の

感想を伝え合うことにより、互いの

よさに気付くことができます。 

ふだん取り扱わない授業内容に対し

て、躊躇したり抵抗を示したりする生

徒がいることが考えられます。 

→授業の導入で、生徒や学級の実態に

応じた「強み」の話をすることによ

り、活動への抵抗感を和らげ、学習内

容に対する期待感を高めます。 

授
業
の
導
入 

 

① 

自
分
や
友
達
の
「
強
み
」
を
知
ろ
う 
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 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 生徒の実態に即した活動のポイント 

 
  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Step Up Webbing ～解決への一歩～ 

自分から先に自分の「強み」を友達に意

思表示することに躊躇したり抵抗を示

したりする生徒がいることが考えられ

ます。 

→まず、友達に当てはまるものにシー

ルを貼り、次に、友達から貼ってもら

ったシールを参考にして自分の「強

み」について考えることにより、安心

して活動に取り組むことができま

す。また、シールを貼ってもらった直

後の感想を伝え合うことにより、互

いのよさに気付くことができます。 

友
達
と
自
分
の
「
強
み
」
見
付
け 

苦手なことや困っていることに対し

て、「強み」を生かして解決するという

発想は浮かばなかったり、「強み」を生

かしたアイディアを考えることは難し

かったりすることが考えられます。 

→友達の苦手なことや困っていること

を解決するために、まず、自分が知識

や経験として知っているアイディア

を書き、次に、友達の「強み」を生か

したアイディアを考えることによ

り、安心して活動に取り組むことが

できます。 

自
分
の
「
強
み
」
を
生
か
す 
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自
分
や
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強
み
」
を
生
か
そ
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星☆いくつ 
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ア
イ
デ
ィ
ア
や
ヒ
ン
ト
の
視
点
と 

友達がアイディアを考えてくれたこと

への感謝の気持ちや、友達にアイディ

アを提供できたことへの達成感を感じ

ることが考えられます。 

→互いに友達に書いてもらったアイデ

ィアを参考にして、自分の「強み」を

生かした解決方法を考えることによ

り、互いのよさに気付くとともに実

践への意欲を高めます。 

前
時
の
振
り
返
り 

ふだん行わないグループ活動に対し

て、躊躇したり不安を感じたりする生

徒がいることが考えられます。 

→友達のファイルにも目を通す時間を

設けることにより、新しいグループ

の親和性を高めます。 
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※ ３時間の学習で使用したワークシート等は、それぞれの授業後に目を通してファイル等にまとめ、「ストレング 

ス・グッズ」として生徒に配付します。 

 主な活動（交流活動･･･    ）と授業スライド等 生徒の実態に即した活動のポイント 
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これがあれば大丈夫！ 友達が「強み」を書き加えてくれたこと

への感謝の気持ちと友達から承認を受

けたことへの安心感から、自信をもっ

て自分の「強み」を選んだり、選んだ理

由を書いたりすることができると考え

ます。 

→自分の「強み」を選んだ理由を考えさ

せることにより、具体的に「強み」を

生かしていくイメージを持つことが

でき、今後、「強み」を生かしていこ

うという実践への意欲を高めます。 

「
こ
れ
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
！
」
の
記
入
例 

（
生
か
し
た
い
「
強
み
」
）
と
選
ん
だ
理
由
） 

Treasure Webbing ～「強み」の宝箱～ 

１、２時目で知った「強み」を関連付け

たり、新たな「強み」に気付いたりする

ためには、視覚的な手立てが有効だと

考えます。 

→１、２時目で知った自分の「強み」を

ウェビングで視覚化・整理すること

により、俯瞰的に自分の「強み」を再

確認することができます。 

友達の「強み」を書き加えるときに自分

の名前を書き添えることにより、友達

を思いやる気持ちや活動への意欲が高

まると考えます。 

→友達に「強み」のプレゼントを贈るこ

とへの喜びや達成感を感じると同時

に、友達から「強み」のプレゼントを

受け取ることにより友達への感謝の

気持ちを高めます。 
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整
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（
友
達
が
書
き
加
え
た
「
強
み
」
） 

ふだん行わないグループ活動に対し

て、躊躇したり不安を感じたりする生

徒がいることが考えられます。 

→友達のファイルにも目を通す時間を

設けることにより、新しいグループ

の親和性を高めます。 

前
時
の
振
り
返
り 


